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６．令和 2 年度新任教員研修会報告

日時：令和 2 年 4 月 16 日（木）9:30～15:55 
場所：研究者交流スペース（研究交流棟 5 階） 

【プログラム】

午前の部 9:30～12:00 
1．学長挨拶  筧 義行（香川大学学長）

2．香川大学 教育の現状と今後について  今井田克己（教育担当理事）

3．研究活動と教員の活動評価について 片岡郁雄（研究・産官学連携・教員

評価担当理事）

4．コンプライアンスを考える 真鍋光輝（総務・労務担当理事）

5．香川大学の地域連携の取り組みについて（産学官連携の推進） 
城下悦夫（産官学連携・特命担当副学長） 

6．各部局からの事務説明 

午後の部 13:30～15:40 
1．午後の部の趣旨説明  石井知彦（大教センター能力開発部長）

2．全学共通教育運営体制について 寺尾  徹（大教センター共通教育部長）

3．全学共通科目の枠組みについて 角道弘文（大教センター前調査研究部長）

4．令和 2 年度全学 FD プログラムについて 葛城浩一（大教センター）

5．スキルアップ講座について  佐藤慶太（大教センター）

6．新任教員お悩み相談 
7．修了式 高橋尚志（大教センター長）

令和 2 年度の新任教員研修会が開催されました。令和 2 年 1 月 22 日に中央教育審議会か

ら出された「教学マネジメント指針」においても、「教員としての経験が少ない新任の教員や

実務経験のある教員の採用のタイミングで、大学教員に一般的に求められる基礎的な知識・

技能や学位プログラムを担う教員として望ましい資質・ 能力を身に付けさせるための FD・

SD は確実に実施されることが必要」と記載されています。そのため各大学とも新任教員研修

プログラムを新たに立ち上げる動きが活発化されていますが、本学では他大学に先立ち、平

成 30 年度から新任教員研修プログラムを本格実施しています。今回は、コロナウィルスの感

染拡大防止の観点より、新任教員研修会を中止にするのか、あるいはオンライン等による遠

隔形式で実施するのかなどについて、開催前日まで給与福利グループと修学支援グループと

で検討を行って参りました。結果的には、新任教員研修会は大変重要なものであると位置付

けていることから、今回は密閉・密集・密接を避けるということを条件に対面形式で開催す

ることとしました。午前中には学長の挨拶の後、教育・研究・コンプライアンス・地域連携

について、それぞれ担当の理事・副学長から説明がありました。
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 午後は大学教育基盤センターが全学共通教育に関する説明を行いました。感染拡大の観点

から、スケジュールについても当初予定していたアイスブレークやグループワークを行わな

いものに内容を変更して実施し

ました。能力開発部長の説明の

後、寺尾共通教育部長と角道前

調査研究部長から、それぞれ全

学共通教育の運営体制と、全学

共通科目の枠組みについて説明

がありました。休憩を挟み、葛

城教員より FD 受講の意義が説

明され、本学で開催される全学 FD のラインナップが紹介されました。さらに佐藤教員より

スキルアップ講座についての説明がなされ、「サイレントダイアローグ」という手法を用いて

グループワークを進める方法について紹介されました。最後に新任教員お悩み相談の時間が

設けられました。今回は会議時間をできるだけ短縮させるという目的もあり、出席された先

生方からいただいた質問に、後日回答するという方法を取りました。

 新任教員研修会の午後の部は、「新任教員研修プログラム」の受講対象教員に対しては、そ

の受講が必須と定められています。そこで「新任教員研修プログラム」のガイダンスも併せ

て開催し、どのような内容のプログラムを、なぜ受講しなければならないのかなどについて、

背景を含めて説明を行いました。令和2年度の新任教員研修ワークショップは9月10日(木)、

11 日(金)の二日間、OLIVE SQUARE の多目的ホールにて開催されます。新任教員の皆さんに

は引き続き参加をお願いします。(文責:石井知彦) 
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Andrew Caldwell, was appointed lecturer within the University Education Board Center on April

1st, 2020. I moved to Japan in 1995, and I have taught at national universities, such as Okayama

University and Tottori University. In addition to teaching, I have made presentations for the The Japan

Association for Language Teaching (JALT) as well as the prefectural Boards of Education. Most of

my speeches focused on student and teacher motivation, collaborative learning techniques, and most

recently, teaching cultural awareness. I want to encourage and inspire my students to become Global

Citizens . I hope that they view English as a tool to help them communicate and learn about the world,

but also to teach others about the rich culture and heritage of Japan. My family consists of five

members, my wife, my three children, and myself. We live in Okayama, which is not far, so we have

visited Kagawa prefecture quite a few times. I look forward to getting to know all my fellow colleagues

at Kagawa University, and I kindly welcome your support in the future.
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